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□研究と報告

認知障害のある高齢者に対する

顔と名前の記憶訓練の効果

- multiple　 baseline　 designに よ る検 討-

能登 真一*1二 木 淑子*2笠 井 明美*3

皆 川 陽子*3毛 利 史子*4

要旨:認 知障害のある高齢者に対して,個 人に関する意味情報の提供による顔と名前

の記憶訓練の効果を検討した.対 象者は介護老人保健施設に入所する3名 とし,

errorless　leaming　principleに基づき,タ ーゲットについての個人情報を提供する

ことで意味処理が行われるように介入を行った.介 入の効果はターゲットに対する自

発会話の頻度とし,多 重ベースラインデザインにより検討した.介 入の結果,3名 の

対象者全員がベースライン期に比べ 介入期でターゲットに対する自発会話の頻度が

増加した.本 研究の結果より,認 知障害のある高齢者に対して人の顔や名前の学習を

行うには,そ の人の個人情報を提供することが有用であることが示唆された.
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顔の認知や名前の記憶は,人 が社会生活を進

めてい く上で重要な機能である.人 が記憶 して

いる顔の数は数千を下らないだろうと言われて

いるが1）,我々の対人 コミュニケーシ ョンは,

他人の顔の記憶 という認知機能によって支えら

れているといっても過言ではない.ま た,人 の

名前の記憶 も対人コミュニケーションでは欠か

せないが,顔 の記憶 に比べて難 しいことは周知

の通 りである.こ れまでにも熟知相貌 をターゲ

ットにした記憶テス トで,顔 の認知 に比べて命

名の成績が明らかに悪いことが実証的に示され

てお り2）,名前などの固有名詞の記憶 は,他 の

単語に比べてとくに難 しい と報告されている3).
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顔の認知過程の研究 は,未 知の顔(unfamil-

iarfaces)と 既知の顔(familiarfaces)に 分

けてその成果が数多 く報告 されて いるが4),

Tulving5)に よれば,少 な くとも既知の顔や名

前の記憶は命題記憶の中の意味記憶に分類され

る.さ らに顔の記憶に関しては,顔 に特徴のあ

る人ほど覚 えやすいという示差性効果6）や,同

じ人種の方が記憶 しやすい という人種効果7),

顔から受ける印象を判断すると再認成績が向上

するという意味処理優位性効果8)な ど,さ まざ

まな影響が指摘されている.ま た高齢になるに

つれて記憶力が低下 し,見 誤ることが多 くなる

という加齢効果9)は,リ ハ ビリテーションの観

点からも看過できない問題である.臨 床場面に

おいて も,セ ラピス トの名前をなかなか覚えら

れない高齢者が少なくないことや,そ のような

記憶力の低下 した高齢者の認知訓練 に難渋す る

ことをしばしば経験するからである.ま た我々

が施設入所の高齢者を対象に行った先行研究で

は,施 設スタッフたちの顔や名前の記憶成績が

良いほど,ADLを 含 めた日常における行動の

レベルが高いことを確認 している10).

一方,記 憶訓練に関 してはこれまでに種々の

戦略によってさまざまな介入が行われ,一 定の

効果が報告されている11).顔 や名前の記憶訓練

について も,McCarty12)が イメージ法 を用い

て一定の効果 を認 めている他,Yesavageら19）

はイメージ法に加 えて愛想のよさを判断す るこ

とを行った結果,イ メージ法のみを用いた訓練

よ りも効 果が あ った と報告 してい る.ま た

Davisら14） やHawleyら15） は,Alzheimer病

を対象にspaced　 retrieval　techniqueを 用いて

検討を行い,そ の有用性に言及 している.さ ら

にClareら16,も,Alzheimer病 の 対 象 者 に

errorless　learning　principleを 用いた認知訓練

によって,顔 と名前の記憶効果 を認めている.

しかしなが ら,こ れらの研究は顔や名前の記憶

と言ってもあくまでエピソー ド記憶 としての記

憶訓練 とされている.人 の顔 を既知の顔 として

記憶するためにはあ くまで意味記憶へのコー ド

化が必要であり,そ のような情報を提供する訓

練の効果が検証 されるべ きである.

今回はこの ような先行研究の結果や課題 をも

とに,顔 や名前の記憶 を意味記憶 としてうなが

す記憶訓練を行い,そ の効果 とそれが行動面に

どの よ う な影 響 を与 え るの か をmultiple

baseline　designで 調べた.

方 法

1.対 象

対象 は新潟県 内の介護 老人保健施 設 に入所 す

る女性 で,以 下 に示 す神経心理 学的評価 におい

て記憶 障害 を含 む認知 障害が認 め られ た3名 と

した.対 象者 の年齢 はそれ ぞれ83歳,65歳,

89歳 で,い ずれ も脳血 管疾 患の既往 が あ った.

当該施 設 へ の入 所期 間 はそれ ぞれ27ヵ 月,17

ヵ 月,29ヵ 月 で あ っ た.Clinical　 Dementia

Rating(CDR)1７） で は,Subject1(S1)と

Subject2(S2)が 軽 度 認 知 症,Subject3

(S3)が 中 等度認知症 と判定 された.

神 経 心理学 的評価 は全般 的認知機能 と記憶 を

中心 に行 った.全 般 的認知機 能 にはMiniMen-

tal　 State　 Examination(MMSE)とDigit

Spanを 用 いた.記 憶 につい て はエ ピ ソー ド記

憶 と意味記憶 の評価 を介入 前の約2ヵ 月間 を用

いて行 った.

エ ピ ソー ド記 憶 の 評 価 は 日本 語 版River・

mead　 Behavioral　 Memory　 Test(RBMT)を

用 い た.一 方,意 味 記憶 につい て はWechsler

Adult　 Intelligence　 Scale-Revised{WAIS-R}

と,Greene&Hodges18)に よ るFamousFaces

Testの 日本版 を作成 して行 った.WAIS-Rは

意 味記憶 の評価 にしば しば用 い られてお り,今

回 はKazuiら19)と 同 様 に言語 性 課題 の中 の知

識,単 語,理 解,類 似 の4課 題 を用い て これ ら

の合計 をWAIS-Rの 意 味 記憶 ス コア とした.

一 方Famous　 Faces　 Testは
,米 国で開発 され

た1940年 代 か ら1980年 代 まで の著 名人各年代

10人 ず つ計50人 に つ い て,「 知 っ て い る 人

か?」(判 断),「 それ は どの ような人 か2」(同

定),「 何 とい う名 前 か?」(命 名)と い った3

レベ ルで顔 や名前 の記憶 を問 うもの であ る.今

回 はその 日本版 をJapan　 Famous　 FacesTest

(JFFT)と して,パ イ ロ ッ トス タデ ィの結 果
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をもとに各年代5人 ずつ計25人 分の著名人 を

選んで作成 し,同 様の方法で評価 を行った.

以上の神経心理学的評価の結果 を表1に 示す.

MMSEは それぞれ19,21,14点 とな り,い ず

れ もカッ トオフ値 を下回った.同 様 にRBMT

も,SPSで10,10,2点,SSで4,3,0点 と

な り,そ れぞれの年齢 ごとのカットオフ値以下

となった.WAIS-Rの 意味記憶テス トの成績

で も76点 満点中20,29,31点 と低下を認め,

とくに類似の課題の顕著な低下 を示した.ま た

JFFTで は,判 断や同定に比べて命名の成績が

3例 とも著 しく低下を示 した.

2.研 究方法

記憶訓練 はerrorless　learning　principleに 基

づいて,当 該施設で週1回 の レク リエーション

を担当している34歳 の女性セラピス トの顔 と

名前を記憶することを目標 に行った.

実際の記憶訓練はターゲ ットである女性セラ

ピス トの顔写真を提示 しなが ら,以 下 の2つ の

方略を用いて行 った.ま ず1つ は,タ ーゲット

について彼女の職業や家族構成,出 身地や趣味

などの個人情報 を弁別刺激 として口頭で与えな

が ら,顔 と名前の正反応 を引き出 してい く方法

である.も う1つ は,写 真 を提示 しながら 「ど

んな性格の人だ と思い ますか2」 と問うことに

より,タ ーゲ ットについての性格判断を行うこ

とで強化 を行 うという方法である.こ れらの記

憶訓練 を,週1回 のレクリエーションが実施さ

れる日の午前中に別のセラピス トが約20分 間

実施 した.ま た3例 の対象者 は,こ の介入時以

外は通常の入所者プログラムに従った.介 入期

間は平成15年6月 から10月 までの5ヵ 月間で

あった.

訓練の効果は,タ ーゲ ットである女性 セラピ

ス トの顔について先のJFFTと 同様 に,「知っ

ている人か?」(判 断〉,「どのような関係の人

かP」(同 定),「 何 という名前かP」(命 名)の

3レ ベ ル の可否 と,約30分 間 の レク リエ ー

ション場面における対象者のターゲットに対す

る自発的会話の頻度 によって判断 した.自 発的

会話の頻度は,二 文節以上からなる発話 とし,
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一文章を一会話 とした.「 はい」や 「それ」 と

いった返事や指示語は,そ の中に含 めなかった.

また,対 象者のレクリエーションに参加してい

る他の入所者メンバーに対する自発的会話の頻

度 も調べた.こ れ ら対象者の自発的会話の頻度

は,レ クリエーション場面 をビデオ撮影 し,後

日その数 をカウン トした.

Single　case　designは 自発的会話の頻度の変

化を検討する目的で用い,そ の頻度の推移を比

較した.デ ザインはベース ライン期,介 入期の

A-Bデザインにフォローアップを加 えたもの

とした.ま た今回は,3人 の対象者間のmulti-

ple　baseline　designを 用いて記憶訓練 の効果 を

検討 したが,3例 それぞれに安定 したべ一スラ

インが観察された後に介入 を行った.統 計的解

析ではt検 定を用いて,各 期間における自発的

会話頻度の平均の差を比較 した.

我々は今回の研究の目的 と方法等 について,

対象者を含むレク リエーションプログラム参加

者全員 とその家族に対 し書面 による説明を行い,

同意を得 るという方法でインフォーム ドコンセ

ントを取 った.

結 果

ターゲッ トである女性セラピス トの顔 と名前

の記憶について,各 週の施行時の成績を表2に

示す.ペ ースライン期 にはS1とS2が 判断の

み可能であったが,S3は すべてのレベルで不

可能 であった.し か し介入期の後半には,S1

が判断 ・同定が可能 となり命名 に関 してもしば

しば可能 となった.S2も 介入期 の後半 に判

断 ・同定 ・命名 可 能,S3は 判 断 ・同 定 可 能

(ときに命名 も可能)と なった.い ずれの対象

者 も命名の際 に語頭音 のcueingを 与 えること

で7命 名が促進 されることが多かった.

行動面 では,べ 一スライン期に比べ介入期に
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お いて全員 の ターゲ ッ トに対 す る自発的会話 の

頻度が増加 した(図1).統 計 学的 に も,t値 は

そ れ ぞ れS1:-4.514(p=0.001),S2:

-5 .462(p〈o.0001),S3:-5.445(pく

0.0001)で あ り,す べ ての対象者 で有 意 な差 を

認 めた.フ ォロー ア ップにお いて も,ベース ラ

イ ン期に比べ て会話の頻度 は増加 していた.ま

た,他 の レク リエー シ ョンメ ンバー に対 す る会

話 の頻 度 は,S1がベース ライ ン期 の 平 均3.2

回 か ら介 入期 の3.8回,同 様 にS2が7.3回 か

ら6.2回,S3が4.1回 か ら3.4回 と い ず れ も

大 き く変化 しなかった.

考 察

今回の我々の研究では,人 の顔や名前の記憶

を従来のエ ピソー ド記憶 としてではな く,そ の

人の個人情報の提供や性格判断を行 うことによ

り意味記憶 として記憶されるように介入 を行っ

た.そ の結果,軽 度か ら中等度認知症の3名 の

高齢者に対 して,週 に1回 の介入で介入後3～

4週 目にはターゲッ トの顔や名前を記憶す るこ

とができるようになった.さ らに行動面では,

ターゲットへの自発的会話頻度の増加 という変

化 として確認 された.こ れ らの結果について,

顔 と名前の記憶訓練戦略のメカニズム,行 動学

的評価の妥当性,実 験デザインの効果 といった

3つ の問題 に分けて,以 下に考察する.

はじめに,顔 の記憶訓練戦略のメカニズムに

ついて考察 す る.今 回の研究 では,errorless

learning　principleの もと,タ ーゲッ トに関す

る個人情報の提供 と顔写真を見ながら性格判断

を行 って もらうという2つ の戦略 を用いた.

errorless　 learning　 principleはBaddeley&

Wilson20）によって開発 され効果が認められた

記憶訓練原則の1つ で,介 入時にできる限 り対

象者に失敗をさせない原則のことである.こ の

原則に基づいた記憶訓練による研究成果は多 く

の研究者によって追試され,そ の効果が認めら

れており21),Alzheimer病 などの認知症高齢者

にも有効 とされている22)今 回の研究はこれら

の有力なエビデンスに従って,errorless　 learn

ing　principleに 基づ くこととした.

まず記憶戦略の内,個 人情報の提供 について

は,顔 の認知モデル と意味記憶のネットワーク

モデルの双方から考える必要がある.顔 の認知

モデルからは,個 人情報を提供 した意義が裏付

けられる.Bruce&Young4） によれば,個 人情

報にアクセスすることなしに名前の生成は起 こ

らない.仮 に顔 を知 らず,そ の人物の名前 と個

人情報のみを知っている場合において も,個 人

情報ヘアクセスしないで命名することは不可能

である23).図2に 示すように,人 の名前の生成

には個人情報 ノー ドを通過 しないわけにはいか

ない.

また,意 味記憶のネットワークモデルはこれ

まで に階層化モデル24),結 合 モデル25)な どの

報告がある.階 層化モデルは記憶内にさまざま

な概念やスキームな どが1つ の要素 として存在

し,そ れらが ヒエラルキーを形成 して結 ばれて

いると仮定するものである.一 方,結 合モデル

は1つ の意味要素からそれに関連するい くつか

の意味的に近 い概念どうしが結 ばれていると仮

定するモデルである.こ の結合モデルについて

は,Murre26)がsemantic　 dementiaの 研 究 か

らTrace　 Link　Modelと して発展 させている.

階層化モデルも結合モデル も,あ る刺激が認知

されるとそれと対応 した要素が活性化され,記
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憶情報の処理を促進することが実験により確認

されている.こ れ らのモデルか らも明 らかなよ

うに,あ る特定の人物 を特定するためにはさま

ざまな個人情報が必要で,そ れが多ければ多い

ほど記憶情報の処理が促進される可能性がある.

さらに性格判断については,心 理学の分野で

意味処理優位性効果 という記憶 を促進する効果

が指摘されてきた8).こ れは実験場面において

顔の形態的特徴に注意 しなが ら顔の再認 を行 う

場合よりも,性 格印象についての判断を行 った

方が後の再認成績が良好 になるというものであ

る.Klatzkyら27)に よる と,性 格判 断をす る

ときにはそれに関連す る知識が活性化 され,

個々の顔の視覚特性 と連合 して記憶 コー ドが形

成される.つ まりここで も意味情報が多くなる

ほど再認の手がか りが多 くなると考えられる.

以上のような人の顔や名前の認知の特殊性に

関連 した認知モデルや実験的根拠に基づいて,

人の顔 と名前 を単にエ ピソー ド記憶 としてでは

な く,意 味処理な どを意図的に行 うことにより

意味記憶 として促進 されることを期待 して介入

を行った.そ の結果,ベース ライン期には記憶

できなかった,タ ーゲッ トの顔や名前の一部が

記憶可能 になった.エ ピソー ド記憶が時間的空

間的感覚情報に基づいて処理されるのに対 して,

意味記憶の処理過程 は理解である.エ ピソー ド

記憶 と意味記憶の分類や両者の体制化 について

はまだまだ議論があるが28,29),他人 を理解す る

ためにはその個人に関するさまざまな情報を繰

り返 し学習することが重要で,そ の部分に今回

の訓練の意義があると考えている.意 味記憶

としての訓練効果があったのか どうかについて

の言及はできないものの,何 らかの効果があっ

た ものと示唆される.

つぎに行動学的評価の妥当性 について考察す

る.今 回はsingle　case　designのアウト カムを,

対象者か らターゲットへの自発的会話の頻度 と

した.Grief&Matarazzo30） は対象者 の進歩 の

記録 について説明した中で,言 葉の数や外出の

時間がその指標 として有用であると述べている.

とくに今回の対象者のように,高 齢で しか も施

設べの入所が長期化 している場合には,行 動面

での劇的な変化は期待できない.対 象者からタ

ーゲ ットへの自発的会話が増加 した出来事 は,

ともすると見過 ごしてしまいそうな些細なこと

ではあるが,治 療的介入による進歩 と評価で き

ると考 えている.た だ し,そ の確度や 自発的会

話の頻度増加の意味するところが不明確である

ことは否めない.ま た,レ ク リエーション場面

での自発的会話が他の場面へ一般化 したか,行

動面へ具体的に表れたかどうかの検討 も明 らか

にすることができなかった.こ れらは今後の検

討課題 として残っている.

実 験 デ ザ イ ン に つ い て は,singlecase

designの 中のmultiple　 baseline　designを 用い

た.こ の実験 デザ イ ンは,EBM(evidence-

based　medicine)がSackettら31） によっ て唱

えられはじめたころか ら,無 作為化比較試験 を

用いた介入研究が難 しい リハビリテーションの

領域で有用 と考 えられて きた.Backmanら32）

は1990年 代か らリハ ビリテーシ ョン介入にお

いて,multiple　 baseline　designの 研究デザイ

ンが用い られその効果を強 く支持する根拠 にな

っていると述べている.作 業療法の分野で も,

このデザインを用いた研究の報告が近年になっ

て散見されるようになった33,34).従来の単症例

の検討ではその症例の個別性によって,あ る介

入の効果が別の症例に対しても有効か どうかの
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判 断が 難 しい側 面 が あ った.こ のmultiple

baseline designで は,少 な くとも単症例の個

別性 についてはバイアスを除外でき,今 回の介

入が複数の症例に対 して有効であった根拠 を示

すことができたと考えている.た だ し症例 ごと

の機能特性を把握し,そ れを結果に対照させて

検討することは今回で きなかった.

最後に今回の研究の限界 について考察する.

今回の記憶訓練の対象 は3名 のみで,し か も年

齢や認知機能 に差を認めた.こ れは記憶訓練の

効果に言及するには十分 とは言えない実験条件

である.ま た,今 回の対象者3名 の認知障害が

脳血管性痴呆である点について も,Alzheimer

病などの認知症に適応があるかという問題があ

る.こ の認知症の記憶障害については脳血管性

痴呆 とAlzheimer病 との比較が あ り35),い ず

れの報告においても両者に違いは認 められてい

ない.今 回の記憶訓練 がAlzheimer病 に も有

効 となる可能性 もあるものの,認 知レベルが低

下 した中等度以上の認知症例 にも有効かどうか

といった課題が残されている.い ずれにしても,

今回の記憶訓練の戦略が有効か どうかについて

は対象者を広げて検討 していく必要があると考

えている.

結 語

本研究では人の顔や名前を記憶するために,

意味記憶 として促進されるように訓練を行った.

その結果,顔 や名前が記憶され,タ ーゲットに

対する会話頻度の増加 という行動面の変化 とし

て確認できた.

意味記憶 に関す る研究 は,画 像診 断36)や意

味的プライミング効果のメカニズム解明が進ん

でお り37),今後ますますの発展が期待 されてい

る.意 味記憶のネットワークやメカニズムが明

らかになっていく中で,効 果指標を明確にしな

が ら意味処理過程 を考慮した記憶訓練を認知訓

練の一部 として系統化してい くことがで きれば,

増え続ける認知症高齢者の生活向上への 一助 に

なるもの と考えている.
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Effects of cognitive intervention of face and name recognition for elderly with cognitive  disorder  : 

                         A multiple baseline design

B y
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 Objective  : To investigate the effect of the cognitive intervention of memory of faces and name by 

providing the semantic information about the target. 
 Design : a multiple baseline design. 

 Setting  : Geriatric health care facility for the elderly. 

 Participants  : Three elderly with cognitive disorder. 
 Interventions  : Participants received interventions individually, based on errorless learning principles 

and provided the semantic information about the target. 
 Main outcome  measures  : The number of conversations for the target. 

 Results : All participants showed significant improvement on the number of the target. 

 Conclusions  : Our results suggest that the cognitive intervention of memory by providing the seman-

tic information may be useful in learning a face and name for elderly with cognitive disorder. 

 Key  words  : Cognitive disorder, Memory disorder, Cognitive intervention of memory, 

           Face recognition, Behavior


